








福 井 大 学 高 等 教 育 推 進 セ ンター 年 報No.1
2010.4-2011.3
高等教育推進センター研究年報の発刊にあたって 寺 岡 英男(血)
高等教育改革の実践と展望(1)
夢 を形 にす る技術者 、Imagineer育成 プログラム 工学研究科 飛 田 英孝(3)
看護学入 門について 上野 栄一(13)
福 井大学 「教員養成 スタ ンダー ド」の提案 に向けて 八 田幸恵 ・遠藤 貴宏(19)
更新講 習が もた らす新 たな教 師教 育の可能性 長谷川 義治(29)
共通教 育の再構 築に向けて 寺岡 英男(35)
llFDの 展 開(39)
現代 学 生 の抱 え る問題 と学 生 支援
全 学FD:福 井 大 学FD・SDシ ンポ ジ ウム2011開催 報 告(41)
各 学部 のFDの 取 り組 み
協働実践省察型FDと い う課題:実 効性あるFDの模索 く教育地域科学部〉(54)
2010年度工学研究科FD活動 く工学部〉(55)
医学部看護学科におけるFD活動 〈医学部〉(56)
III学生 実態 調 査2010の概 要(57)






日本 学術会議 寺 岡 英 男(77)
J.ハーバーマス 「大学 の理念」 柳沢 昌一(80)





本学の高等教育推進センターは2009年9月に発足し、ほぼ2年 が経過 した。本学の長期目標(教育)の 「21世紀のグ
ローバル社会において、高度専門職業人として活躍できる優れた人材を育成」をふまえて、中期目標では、教育の質保証、














してカリキュラム ・ポリシー、ディプロマ ・ポリシーを確定し、教育のスタンダー ドをふまえたカリキュラムづくりと評
価の課題に焦点を合わせて行かなければならない。
本学は幸い、優れた教育改革プログラムの高い採択率に示されるような教育の取組みの実積がある。そ うした財産を生
かし、発展させながら、上記のような取組みを進めて行 く必要がある。そのためにも、本センターは取組みの交流 と提案 ・
発信ができる体制を創っていかなければならない。今年度もそうした体制づくりの一環として、人事の面でのセンター専
任のポス ト(特命助教)の 新設、それと新たな兼任教員も加え、センターで専門的な立場からの研究機能の強化、財政的
な面での整備 ・充実、交流の面での 「全国大学教育研究センター等協議会総会」への参加 と他大学のセンター問との交流
などに取組み始めている。
今回発刊される年報が、教育改革に取組むための研究の深化と実践の交流の契機とな り、文字通 り本センターが教育改
革のためのけん引役となることを期待 したい。
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